
源氏の氏寺　東大寺大仏殿源氏の氏寺　東大寺大仏殿

源氏の氏神　海近くの参道源氏の氏神　海近くの参道

　

鎌
倉
つ
れ
づ
れ
も

　

鎌
倉
つ
れ
づ
れ
も
5050
回
余
回
余

と
な
っ
た
。
今
回
で
筆
を
お

と
な
っ
た
。
今
回
で
筆
を
お

か
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ

か
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ

た
。
今
ま
で
に
触
れ
て
き
た

た
。
今
ま
で
に
触
れ
て
き
た

事
だ
が
、
鎌
倉
の
歴
史
的
な

事
だ
が
、
鎌
倉
の
歴
史
的
な

幾
つ
か
の
疑
問
点
に
つ
い
て

幾
つ
か
の
疑
問
点
に
つ
い
て

述
べ
て
最
終
回
と
し
た
い
。

述
べ
て
最
終
回
と
し
た
い
。

　

源
頼
朝
は
拠
点
と
定
め
た

　

源
頼
朝
は
拠
点
と
定
め
た

鎌
倉
に
入
る
や
直
ち
に
源
氏

鎌
倉
に
入
る
や
直
ち
に
源
氏

の
嫡
流
と
し
て
源
氏
の
氏
神

の
嫡
流
と
し
て
源
氏
の
氏
神

で
あ
る
八
幡
宮
を
祀
っ
た
。

で
あ
る
八
幡
宮
を
祀
っ
た
。

こ
れ
が
通
説
で
あ
る
。

こ
れ
が
通
説
で
あ
る
。

　

頼
朝
の
先
祖
で
あ
る
源
義

　

頼
朝
の
先
祖
で
あ
る
源
義

家
は
石
清
水
八
幡
宮
の
神
前

家
は
石
清
水
八
幡
宮
の
神
前

で
元
服
の
式
を
あ
げ
八
幡
太

で
元
服
の
式
を
あ
げ
八
幡
太

郎
義
家
と
呼
ば
れ
た
。
し
か

郎
義
家
と
呼
ば
れ
た
。
し
か

し
二
男
の
義
綱
は
賀
茂
次
郎

し
二
男
の
義
綱
は
賀
茂
次
郎

と
、
三
男
の
義
光
は
新
羅
三

と
、
三
男
の
義
光
は
新
羅
三

郎
と
称
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
賀

郎
と
称
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
賀

茂
神
社
、
新
羅
明
神
で
元
服

茂
神
社
、
新
羅
明
神
で
元
服

式
を
あ
げ
た
故
で
あ
る
。
源

式
を
あ
げ
た
故
で
あ
る
。
源

氏
の
氏
神
が
八
幡
宮
で
あ
る

氏
の
氏
神
が
八
幡
宮
で
あ
る

な
ら
八
幡
太
郎
に
続
い
て
八

な
ら
八
幡
太
郎
に
続
い
て
八

幡
次
郎
、
八
幡
三
郎
で
も
よ

幡
次
郎
、
八
幡
三
郎
で
も
よ

く
は
な
い
か
。

く
は
な
い
か
。

　

八
幡
宮
の
総
本
社
は
九
州

　

八
幡
宮
の
総
本
社
は
九
州

の
宇
佐
神
宮（
宇
佐
八
幡
宮
）

の
宇
佐
神
宮（
宇
佐
八
幡
宮
）

で
あ
る
。
か
つ
て
天
皇
が
即

で
あ
る
。
か
つ
て
天
皇
が
即

　

大
規
模
災
害
時
に
開
設
さ

　

大
規
模
災
害
時
に
開
設
さ

れ
る
避
難
所
は
住
民
の
自
治

れ
る
避
難
所
は
住
民
の
自
治

に
よ
る
開
設
、
運
営
が
重
要

に
よ
る
開
設
、
運
営
が
重
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
船
地

と
な
る
こ
と
か
ら
、
大
船
地

区
の
住
民
が
一
昨
年
か
ら

区
の
住
民
が
一
昨
年
か
ら

「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
作
成
を
始
め
、
そ
の

ル
」
の
作
成
を
始
め
、
そ
の

合
同
発
表
会
が
１
月

合
同
発
表
会
が
１
月
2929
日
大
日
大

船
中
学
校
会
議
室
で
開
か

船
中
学
校
会
議
室
で
開
か

れ
た
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

２
０
１
２
年
に
大
船
自

　

２
０
１
２
年
に
大
船
自

治
町
内
会
連
合
会
が
市
と

治
町
内
会
連
合
会
が
市
と

連
携
し
て
発
足
さ
せ
た

連
携
し
て
発
足
さ
せ
た

「
大
船
地
域
づ
く
り
会

「
大
船
地
域
づ
く
り
会

議
」
の
主
催
で
、
自
治
会

議
」
の
主
催
で
、
自
治
会

役
員
や
会
員
、
各
小
学
校

役
員
や
会
員
、
各
小
学
校

校
長
、
市
の
職
員

校
長
、
市
の
職
員

な
ど
約
百
人
が
参

な
ど
約
百
人
が
参

加
し
た
。

加
し
た
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル

　

マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
大
船
・
小
坂

は
、
大
船
・
小
坂

・
今
泉
・
山
崎
の

・
今
泉
・
山
崎
の

４
つ
の
小
学
校
区

４
つ
の
小
学
校
区

で
作
成
さ
れ
た
。

で
作
成
さ
れ
た
。

発
表
で
は
、
避
難

発
表
で
は
、
避
難

所
ご
と
に
、
マ
ニ

所
ご
と
に
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
概
要
や

ュ
ア
ル
の
概
要
や

作
成
状
況
な
ど
の

作
成
状
況
な
ど
の

説
明
が
あ
り
、
参

説
明
が
あ
り
、
参

加
者
た
ち
は
地
域
の
状
況
を

加
者
た
ち
は
地
域
の
状
況
を

再
認
識
し
た
。
山
ノ
内
地
区

再
認
識
し
た
。
山
ノ
内
地
区

町
内
会
協
議
会
の
辻
政
治
会

町
内
会
協
議
会
の
辻
政
治
会

長
は
、
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り

長
は
、
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り

で
住
民
同
士
が
話
し
合
う
こ

で
住
民
同
士
が
話
し
合
う
こ

と
で
意
識
づ
け
が
で
き
、
仲

と
で
意
識
づ
け
が
で
き
、
仲

間
を
知
っ
て
も
ら
え
た
と
思

間
を
知
っ
て
も
ら
え
た
と
思

う
」
と
話
し
て
い
た
。

う
」
と
話
し
て
い
た
。

　

葉
山
町
長
柄
の
南
郷
上
ノ

　

葉
山
町
長
柄
の
南
郷
上
ノ

山
公
園
で
２
月
１
日
「
さ
く

山
公
園
で
２
月
１
日
「
さ
く

ら
寄
贈
記
念
植
樹
式
」
が
あ

ら
寄
贈
記
念
植
樹
式
」
が
あ

り
、
葉
山
に
こ
に
こ
保
育
園

り
、
葉
山
に
こ
に
こ
保
育
園

の
園
児

の
園
児
1818
人
ら
も
参
加
し
て

人
ら
も
参
加
し
て

約
3030
株
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

株
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

植
樹
作
業
が
和
や
か
に
行
わ

植
樹
作
業
が
和
や
か
に
行
わ

れ
た
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。
春
に
は
花

。
春
に
は
花

を
つ
け
は
じ
め
未
来
の

を
つ
け
は
じ
め
未
来
の

桜
の
名
所
と
な
り
そ
う

桜
の
名
所
と
な
り
そ
う

だ
。
だ
。

　

サ
ク
ラ
の
若
木
は
、

　

サ
ク
ラ
の
若
木
は
、

日
本
宝
く
じ
協
会
の
助

日
本
宝
く
じ
協
会
の
助

成
事
業
と
し
て
日
本
さ

成
事
業
と
し
て
日
本
さ

く
ら
の
会
か
ら
葉
山
町

く
ら
の
会
か
ら
葉
山
町

に
寄
贈
さ
れ
た

に
寄
贈
さ
れ
た
5050
本
の
本
の

苗
木
の
一
部
で
、
商
業

苗
木
の
一
部
で
、
商
業

施
設
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｓ
Ｔ

施
設
Ｈ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　

Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
周
辺
や
旧
町
役

Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
周
辺
や
旧
町
役

場
跡
地
、
青
少
年
会
館
に
も

場
跡
地
、
青
少
年
会
館
に
も

植
え
ら
れ
た
。

植
え
ら
れ
た
。

　

山
梨
崇
仁
町
長
は
「
寄
贈

　

山
梨
崇
仁
町
長
は
「
寄
贈

を
受
け
た
こ
と
だ
け
で
な

を
受
け
た
こ
と
だ
け
で
な

く
、
仲
間
た
ち
の
協
力
で
守

く
、
仲
間
た
ち
の
協
力
で
守

り
育
て
て
い
け
る
町
で
あ
る

り
育
て
て
い
け
る
町
で
あ
る

こ
と
が
う
れ
し
い
。
南
郷
地

こ
と
が
う
れ
し
い
。
南
郷
地

区
が
花
の
名
所
と
し
て
親
し

区
が
花
の
名
所
と
し
て
親
し

ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
サ
ク

ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と
サ
ク

ラ
と
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

ラ
と
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に

町
の
未
来
を
重
ね
て
い
た
。

町
の
未
来
を
重
ね
て
い
た
。

 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　

国
指
定
史
跡
・
長
柄
桜
山

　

国
指
定
史
跡
・
長
柄
桜
山

古
墳
群
周
辺
で
２
月
５
日
、

古
墳
群
周
辺
で
２
月
５
日
、

教
育
自
然
学
研
究
会
（
高
畑

教
育
自
然
学
研
究
会
（
高
畑

尚
之
会
長
・
会
員
約

尚
之
会
長
・
会
員
約
6060
人
）
人
）

が
山
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

が
山
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
、
小
学
生
を
含
む
約

行
い
、
小
学
生
を
含
む
約
4040

人
が
参
加
し
た

人
が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

１
９
９
９
年
に
逗
子
市

　

１
９
９
９
年
に
逗
子
市

と
葉
山
町
に
ま
た
が
る
丘

と
葉
山
町
に
ま
た
が
る
丘

陵
で
発
見
さ
れ
た
長
柄
桜

陵
で
発
見
さ
れ
た
長
柄
桜

山
古
墳
群
は
１
、
２
号
墳

山
古
墳
群
は
１
、
２
号
墳

と
も
全
長
約

と
も
全
長
約
9090
㍍
、
４
世

㍍
、
４
世

紀
後
半
に
築
か
れ
た
県
内

紀
後
半
に
築
か
れ
た
県
内

で
現
存
す
る
最
大
級
の
前

で
現
存
す
る
最
大
級
の
前

方
後
円
墳
。

方
後
円
墳
。

　

一
行
は
、
第
１
号
墳
発
見

　

一
行
は
、
第
１
号
墳
発
見

者
の
者
の
東と

う
や

と
う
や家

洋
之
助
さ
ん（

洋
之
助
さ
ん（
8787
）

か
ら
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

か
ら
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

整
備
中
の
現
地
を
訪
れ
、
当

整
備
中
の
現
地
を
訪
れ
、
当

　

小
坪
漁
業
協
同
組
合
と
逗

　

小
坪
漁
業
協
同
組
合
と
逗

子
市
観
光
協
会
が
初
め
て
企

子
市
観
光
協
会
が
初
め
て
企

画
し
た
「
ワ
カ
メ
収
穫
体

画
し
た
「
ワ
カ
メ
収
穫
体

験
」
が
２
月

験
」
が
２
月
1414
日
小
坪
漁
港

日
小
坪
漁
港

で
行
わ
れ
、
市
民
ら
約

で
行
わ
れ
、
市
民
ら
約
2020
人

が
参
加
し
た

が
参
加
し
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

漁
師
が
約
１
５
０
㌔
の
養

　

漁
師
が
約
１
５
０
㌔
の
養

殖
ワ
カ
メ
を
準
備
し
作
業
工

殖
ワ
カ
メ
を
準
備
し
作
業
工

程
を
説
明
。
参
加
者
は
水
揚

程
を
説
明
。
参
加
者
は
水
揚

げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
ワ
カ
メ

げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
ワ
カ
メ

か
ら
メ
カ
ブ
と
茎
を
切
り
取

か
ら
メ
カ
ブ
と
茎
を
切
り
取

り
釜
ゆ
で
し
、
３
回
の
洗
い

り
釜
ゆ
で
し
、
３
回
の
洗
い

を
か
け
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に

を
か
け
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に

広
げ
な
が
ら
干
す
ま
で
の
一

広
げ
な
が
ら
干
す
ま
で
の
一

連
の
作
業
を
体
験
。
磯
場
が

連
の
作
業
を
体
験
。
磯
場
が

広
く
、
田
越
川
か
ら
流
入
す

広
く
、
田
越
川
か
ら
流
入
す

る
水
が
海
水
温
を
低
く
保
つ

る
水
が
海
水
温
を
低
く
保
つ

逗
子
湾
の
自
然
環
境
が
古
く

逗
子
湾
の
自
然
環
境
が
古
く

か
ら
小
坪
の
ワ
カ
メ
漁
を
支

か
ら
小
坪
の
ワ
カ
メ
漁
を
支

え
て
き
た
と
い
う
。

え
て
き
た
と
い
う
。

　

約
２
時
間
半
の
作
業
を
終

　

約
２
時
間
半
の
作
業
を
終

え
た
参
加
者
は
ワ
カ
メ
入
り

え
た
参
加
者
は
ワ
カ
メ
入
り

の
漁
師
汁
を
味
わ
い
、
ワ
カ

の
漁
師
汁
を
味
わ
い
、
ワ
カ

メ
を
土
産
に
も
ら
っ
た
。

メ
を
土
産
に
も
ら
っ
た
。

　

逗
子
市
観
光
協
会
桐
ケ
谷

　

逗
子
市
観
光
協
会
桐
ケ
谷

覚
会
長
は
「
地
元
の
ワ
カ
メ

覚
会
長
は
「
地
元
の
ワ
カ
メ

に
愛
着
を
持
つ
人
が
増
え
、

に
愛
着
を
持
つ
人
が
増
え
、

今
後
の
町
お
こ
し
に
も
つ
な

今
後
の
町
お
こ
し
に
も
つ
な

げ
ら
れ
れ
ば
」
と
期
待
を
膨

げ
ら
れ
れ
ば
」
と
期
待
を
膨

ら
ま
せ
た
。
３
月
６
日
に
天

ら
ま
せ
た
。
３
月
６
日
に
天

然
ワ
カ
メ
も
解
禁
さ
れ
、
同

然
ワ
カ
メ
も
解
禁
さ
れ
、
同

漁
港
で
販
売
を
予
定
。

漁
港
で
販
売
を
予
定
。 （
Ｋ
）

（
Ｋ
）

時
の
三
浦
半
島
と
大
和
政
権

時
の
三
浦
半
島
と
大
和
政
権

と
の
結
び
つ
き
を
示
す
同
古

と
の
結
び
つ
き
を
示
す
同
古

墳
の
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
や
保

墳
の
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
や
保

存
の
難
し
さ
な
ど
学
ん
だ
。

存
の
難
し
さ
な
ど
学
ん
だ
。

　

見
学
後
は
森
林
イ
ン
ス
ト

　

見
学
後
は
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
が
三
浦
半
島
の
樹

ラ
ク
タ
ー
が
三
浦
半
島
の
樹

木
の
特
徴
や
冬
の
植
物
の
観

木
の
特
徴
や
冬
の
植
物
の
観

察
要
点
を
図
解
し
、
蘆
花
記

察
要
点
を
図
解
し
、
蘆
花
記

念
公
園
ま
で
植
物
観
察
し
な

念
公
園
ま
で
植
物
観
察
し
な

が
ら
山
を
下
っ
た
。

が
ら
山
を
下
っ
た
。

　

樹
医
の
宇
野
喜
三
郎
代
表

　

樹
医
の
宇
野
喜
三
郎
代
表

幹
事（
幹
事（
8585
）は
「
森
に
入
る
と

）は
「
森
に
入
る
と

病
気
が
軽
減
す
る
と
い
う
デ

病
気
が
軽
減
す
る
と
い
う
デ

ー
タ
も
あ
る
。
『
自
然
力
』

ー
タ
も
あ
る
。
『
自
然
力
』

を
医
療
や
教
育
の
現
場
に
反

を
医
療
や
教
育
の
現
場
に
反

映
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後

映
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後

の
活
動
の
可
能
性
を
語
っ

の
活
動
の
可
能
性
を
語
っ

た
。
た
。

 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

位
を
す
る
と
勅
使
が
宇
佐
神

位
を
す
る
と
勅
使
が
宇
佐
神

宮
ま
で
そ
の
報
告
に
遣
わ
さ

宮
ま
で
そ
の
報
告
に
遣
わ
さ

れ
た
。
新
た
に
日
本
の
国
を

れ
た
。
新
た
に
日
本
の
国
を

治
め
る
こ
と
の
報
告
と
承
認

治
め
る
こ
と
の
報
告
と
承
認

を
得
る
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た

を
得
る
た
め
に
遣
わ
さ
れ
た

と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

源
頼
朝
は
後
に
幕
府
を
開
き

源
頼
朝
は
後
に
幕
府
を
開
き

日
本
全
国
を
統
治
す
る
目
的

日
本
全
国
を
統
治
す
る
目
的

を
以
っ
て
鶴
岡
八
幡
宮
を
創

を
以
っ
て
鶴
岡
八
幡
宮
を
創

建
し
た
の
で
は
な
い
か
。

建
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
と
対
象
的
な
の
が
源

　

こ
れ
と
対
象
的
な
の
が
源

頼
義
・
義
家
父
子
で
あ
る
。

頼
義
・
義
家
父
子
で
あ
る
。

前
九
年
の
役
の
帰
途
、
鎌
倉

前
九
年
の
役
の
帰
途
、
鎌
倉

に
立
ち
寄
り
由
比
若
宮
を
祀

に
立
ち
寄
り
由
比
若
宮
を
祀

っ
た
。
吾
妻
鑑
は
こ
の
こ
と

っ
た
。
吾
妻
鑑
は
こ
の
こ
と

を
「
潜
か
に
祀
っ
た
」
と
記

を
「
潜
か
に
祀
っ
た
」
と
記

す
。
公
に
祀
る
と
統
治
の
意

す
。
公
に
祀
る
と
統
治
の
意

志
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

志
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

謀
反
の
疑
い
が
掛
か
る
の
で

謀
反
の
疑
い
が
掛
か
る
の
で

あ
る
。
平
将
門
は
関
東
一
円

あ
る
。
平
将
門
は
関
東
一
円

を
制
圧
す
る
と
夢
の
お
告
げ

を
制
圧
す
る
と
夢
の
お
告
げ

で
八
幡
神
の
承
諾
を
得
た
と

で
八
幡
神
の
承
諾
を
得
た
と

新
皇
を
称
し
た
。
す
な
わ
ち

新
皇
を
称
し
た
。
す
な
わ
ち

八
幡
神
か
ら
関
東
統
治
の
承

八
幡
神
か
ら
関
東
統
治
の
承

認
を
得
た
と
宣
言
し
た
の
で

認
を
得
た
と
宣
言
し
た
の
で

あ
る
。
源
頼
朝
が
公
然
と
八

あ
る
。
源
頼
朝
が
公
然
と
八

幡
神
を
祀
っ
た
目
的
は
こ
れ

幡
神
を
祀
っ
た
目
的
は
こ
れ

に
準
ず
る
。
鎌
倉
幕
府
の
御

に
準
ず
る
。
鎌
倉
幕
府
の
御

家
人
は
受
領
地
に
八
幡
神
を

家
人
は
受
領
地
に
八
幡
神
を

祀
り
一
体
感
を
高
め
る
と
と

祀
り
一
体
感
を
高
め
る
と
と

も
に
全
国
統
治
の
証
と
し
た

も
に
全
国
統
治
の
証
と
し
た

の
で
は
な
い
か
。

の
で
は
な
い
か
。

　

大
鏡
に
藤
原
氏
が
供
え
た

　

大
鏡
に
藤
原
氏
が
供
え
た

春
日
大
社
へ
の
供
物
が
大
風

春
日
大
社
へ
の
供
物
が
大
風

に
舞
っ
て
東
大
寺
の
境
内
に

に
舞
っ
て
東
大
寺
の
境
内
に

落
ち
た
と
の
記
事
が
あ
る
。

落
ち
た
と
の
記
事
が
あ
る
。

こ
れ
を
藤
原
氏
は
「
藤
原
氏

こ
れ
を
藤
原
氏
は
「
藤
原
氏

の
氏
神
へ
の
供
物
が
源
氏
の

の
氏
神
へ
の
供
物
が
源
氏
の

氏
寺
に
飛
ん
で
行
っ
た
。
藤

氏
寺
に
飛
ん
で
行
っ
た
。
藤

原
氏
に
よ
く
な
い
こ
と
が
起

原
氏
に
よ
く
な
い
こ
と
が
起

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
東

き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
東

大
寺
を
源
氏
の
氏
寺
と
称
し

大
寺
を
源
氏
の
氏
寺
と
称
し

て
い
る
。
源
頼
朝
の
祀
っ
た

て
い
る
。
源
頼
朝
の
祀
っ
た

源
氏
の
氏
神
は
源
氏
の
嫡
流

源
氏
の
氏
神
は
源
氏
の
嫡
流

と
し
て
の
氏
神
よ
り
も
東
大

と
し
て
の
氏
神
よ
り
も
東
大

寺
を
源
氏
の
氏
寺
と
い
っ
た

寺
を
源
氏
の
氏
寺
と
い
っ
た

方
に
意
味
合
い
が
近
い
の
で

方
に
意
味
合
い
が
近
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

聖
武
天
皇
は
奈
良
に
東
大

　

聖
武
天
皇
は
奈
良
に
東
大

寺
を
、
国
ご
と
に
国
分
寺
と

寺
を
、
国
ご
と
に
国
分
寺
と

国
分
尼
寺
を
建
立
し
た
。
こ

国
分
尼
寺
を
建
立
し
た
。
こ

の
時
に
初
め
て
同
じ
日
本
人

の
時
に
初
め
て
同
じ
日
本
人

と
い
う
意
識
が
芽
生
え
た
の

と
い
う
意
識
が
芽
生
え
た
の

で
は
な
い
か
。
各
氏
族
が
そ

で
は
な
い
か
。
各
氏
族
が
そ

れ
ぞ
れ
の
氏
神
を
祀
っ
て
い

れ
ぞ
れ
の
氏
神
を
祀
っ
て
い

て
は
一
体
感
に
欠
け
る
。
か

て
は
一
体
感
に
欠
け
る
。
か

と
い
っ
て
自
分
の
氏
神
を
他

と
い
っ
て
自
分
の
氏
神
を
他

の
氏
族
に
強
制
す
る
こ
と
は

の
氏
族
に
強
制
す
る
こ
と
は

ま
だ
ま
だ
不
可
能
で
仏
教
に

ま
だ
ま
だ
不
可
能
で
仏
教
に

よ
っ
て
統
合
せ
ざ
る
を
得
な

よ
っ
て
統
合
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
し
か
し
東
大
寺
建

か
っ
た
。
し
か
し
東
大
寺
建

立
に
あ
た
っ
て
は
八
幡
神
の

立
に
あ
た
っ
て
は
八
幡
神
の

助
け
を
借
り
東
大
寺
に
は
手

助
け
を
借
り
東
大
寺
に
は
手

向
山
八
幡
宮
が
、
国
ご
と
の

向
山
八
幡
宮
が
、
国
ご
と
の

国
分
寺
に
は
国
分
八
幡
宮
が

国
分
寺
に
は
国
分
八
幡
宮
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
現
存
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
。
現
存
し
て

い
る
国
分
八
幡
宮
も
幾
つ
も

い
る
国
分
八
幡
宮
も
幾
つ
も

あ
る
。

あ
る
。

　

本
殿
か
ら
海
ま
で
真
直
ぐ

　

本
殿
か
ら
海
ま
で
真
直
ぐ

に
伸
び
る
参
道
は
承
知
の
よ

に
伸
び
る
参
道
は
承
知
の
よ

う
に
神
社
に
内
裏
の
性
格
も

う
に
神
社
に
内
裏
の
性
格
も

併
せ
持
た
せ
た
か
ら
で
あ

併
せ
持
た
せ
た
か
ら
で
あ

る
。
る
。

　

か
つ
て
神
社
の
森
は
洪
水

　

か
つ
て
神
社
の
森
は
洪
水

や
旱
や
旱
魃ば

つ
ば
つ

か
ら
人
々
を
守
る
場

か
ら
人
々
を
守
る
場

所
に
あ
っ
た
。
鎌
倉
の
町
の

所
に
あ
っ
た
。
鎌
倉
の
町
の

つ
く
り
は
異
な
る
。
大
胆
な

つ
く
り
は
異
な
る
。
大
胆
な

仮
説
を
立
て
る
と
現
在
の
参

仮
説
を
立
て
る
と
現
在
の
参

道
が
神
社
の
本
殿
ま
で
真
っ

道
が
神
社
の
本
殿
ま
で
真
っ

直
ぐ
に
突
き
当
た
る
つ
く
り

直
ぐ
に
突
き
当
た
る
つ
く
り

は
鶴
岡
八
幡
宮
の
建
立
以
降

は
鶴
岡
八
幡
宮
の
建
立
以
降

真
似
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

真
似
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

か
と
考
え
る
。

　

５
年
間
に
亘
り
「
鎌
倉
つ

　

５
年
間
に
亘
り
「
鎌
倉
つ

れ
づ
れ
」
の
ス
ペ
ー
ス
を
お

れ
づ
れ
」
の
ス
ペ
ー
ス
を
お

借
り
し
て
き
ま
し
た
。
有
難

借
り
し
て
き
ま
し
た
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　鎌倉の鶴岡八幡宮で２月３日、恒例の節分　鎌倉の鶴岡八幡宮で２月３日、恒例の節分
祭が行われ、福男福女、ミス鎌倉ら約100人祭が行われ、福男福女、ミス鎌倉ら約100人
が豆をまいたが豆をまいた＝写真＝写真。
　安全確保のため事前に整理券が配られ、　安全確保のため事前に整理券が配られ、
1500人ほどが福豆拾いに参加しにぎわった。1500人ほどが福豆拾いに参加しにぎわった。

八
幡
宮
と
東
大
寺

八
幡
宮
と
東
大
寺
｜
そ
の
二

そ
の
二

池
田
正
弘

池
田
正
弘

最終回最終回
5757

住
民
自
治
の
避
難
所
づ
く
り

住
民
自
治
の
避
難
所
づ
く
り

大
船
地
区
の
合
同
発
表
会

大
船
地
区
の
合
同
発
表
会

福を求めて豆拾い福を求めて豆拾い

長
柄
桜
山
古
墳
で

長
柄
桜
山
古
墳
で

歴
史
と
自
然
探
訪

歴
史
と
自
然
探
訪

葉
山
の
新
た
な
桜
の
名
所
へ

葉
山
の
新
た
な
桜
の
名
所
へ

南
郷
上
ノ
山
公
園
で
植
樹
式

南
郷
上
ノ
山
公
園
で
植
樹
式

逗
子
・
小
坪
漁
港
で

逗
子
・
小
坪
漁
港
で

ワ
カ
メ
収
穫
体
験

ワ
カ
メ
収
穫
体
験

独奏・合奏

日本スペインギター協会

２０１７年（平成２９年）３月１日 第456号 1部　108円 （２）


